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      備考  ① 論文要旨は， 2,000 字程度とする。 






















全国調査（Japan Environment Children’s Study; JECS Study）に参加した妊











JECS Study はリクルート期間中、再び妊娠した人の登録が可能であり、約 5％の
母親が長子（1回目参加時）と次子（2回目参加時）とともに調査に参加している。
そこで、長子と次子の産後うつとボンディング結果がある 3,753 人について、両指
標の変化について paired-T 検定を用いて値の差を検討した（追跡研究群）。 
成績：横断研究群において、コンプリートケース解析にて産後うつとの関連を重回
帰分析にて検討したところ、ボンディングの合計得点、愛情の欠如および育児不安
の因子得点もそれぞれ統計学的に有意な関連が見出された(β=0.41, 0.26, 0.39, 
いずれも p<0.0001)。この傾向は多重代入法においても同様であり(β=0.41, 0.28, 
0.39, いずれも p<0.0001)、欠損データが産後うつとボンディングの関連を検討す
るうえで大きな影響を与えないことがわかった。次に、追跡研究群の１回目参加時
と 2回目参加時についても同様に MIBS-J と EPDS の関連を検討したところ、横断研
究群で見られた関連の傾向は追跡研究群の１回目参加時(β=0.41, 0.24, 0.40, 





















Study の 4 年のリクルート期間に２度出産した人が対象となったため、選択バイ
アスの可能性があること、が挙げられる。 


